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この地域ではわが国の地質学初期より非常に多くの

調査研究が行なわれているその理由として考えられる

ことは化石として有名なテスモスティルスカ三はじめて

この地から発見されたことまたわが国の中新世の代表

的な温暖気候をしめす貝化石弾が豊富にこの地から見

出されることによるものであろう.

ウラン鉱床カミ発見されてから改めてこの地域の精査が

行なわれているわけだが古生物学的資料は有孔虫1貝

･哺乳動物･珪藻･花粉･葉等多面的な産出をみている.

これらの資料を総合し集大成し結論を出すというのは

まだ尚早であるので現在までの資料を示して今後の

問題をあげるに止めることにする.

すでに他の項目で明らかにされているようにこの地

域の基盤岩となっている花陶岩および古生層は著しい起

伏をもっている従ってその上に堆積した第三系はあ

る時期にはいくつかの堆積小盆地状をなしまたある時

は相関連のある堆積を示しこのことはまた含まれてい

る古生物の内容に影響を与えずにはおかない.

次にこれらの変化を時代別に眺めてみることにする

ただしこれらの化石の産出の基礎となる層序については

多くの研究者がことなった見解をとっている個所カ砂

なからずあるその良否は精査の結果をまち決定される

第1表東濃地域地層対比表および化石産出層
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(ただL死表されているものに限る,

と思うので一応ここでは第1表のよう恋層序(既調査とく

に名大資料を基本とし地質調査所における調査結果を

加え考慮したもの)にもとずいてまとめてみた.

中村層欝1花陶岩の基盤直上に堆積したこの地層は

炭層を爽んでいるという特長があるそしてこの地域全

般にわたり多少厚薄の性質はあっても一様に対比でき

る昔この地層の炭層直上からは化石葉をか柱り発見す

ることができ(第2表参照)その内容は第三紀中新世

初期の阿仁合型植物灘の特長を示している.阿仁合植

物灘といえぱやや寒い気候を示すものが多いがこの中

にはメタセコイアグリプトストロｰブスケテレリア

ササブラス和ど暖い地域に育つ種類がまぢつており石

炭そのものの花粉分析の結果からも裏付けされこのこ

とは中新世初～中期における太平洋側の古植生の特長と

もいえるかもしれない.この炭層灘の対比については

東部と西部について問題カミあったが最近の調査によって

明らかになってきた

瑞浪層群:この地域の東部一帯には中村來炭層(土

岐爽炭層ともよばれる)の上に月吉･戸狩とよばれる化

石の多い地層が分布しておりその下の泥岩･砂岩から

なる本郷層とともに瑞浪層群として一括されている.

西方の平牧東方の瑞浪両層鮮は以前上下関係をもっ

て示されたことがあったが現在ではほぼ同時異相的な

考えの下に比較されているしかし個々の累層単位の対

比は十分でない.その理由は前に記したように堆積

相の変化が基盤の凹凸に支配されると共に上下関係

第2表中村層群産植物化石表
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をつかみにくい点にあったためである.本郷層の分布

を含めて現在問題の1っとたっているのは地域の北部

と東部の中間部宿洞付近の地質である.

第1図瑞浪･土岐付近化不産地
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本郷層がほとんど化石を含まぬのに比べ平牧方面の

地層からは以前から哺乳動物化石の産出が報告されてい

るそのおもなものをあげてみるξpa1aeotapims(バ

ク)Chilothelium(サイ)Anchitherium(ウマ)

Amphitragu1us(シカ)等であり現在におけるこれら

の末えいの生活環境からみて温暖であるという結論がえ

られている.この環境と比べ東部の月吉方面の月吉層

から出た貝化石がVicarya,Vicarye11aなどの典型的な

暖海属でありまた有孔虫もOpercu1ina,Miogypsina

などであるため気候論の上から西部の哺乳動物化石が

産出した層準は岩相こそ異なるが月吉層に対比できる

だろうという考えカミあるこのことは最近の地表精査に

よってもほぼ問題はないと考えられるに至った.

東部における月吉層の上には戸狩層がのるこの地層

中からは有名なテスモスティノレス(D6舳｡物1Z洲ノ砂｡･

ηゴα`3)カミ産出しその状態を考察した結果によると浅

海性の堆積層の中に埋没されたことが認められた.
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テスモスティノレスは水辺に生棲したバク科のものであり

それと類縁のコノレンフリウス(Comwanius)もまた戸狩

層から産出したものだとされている.戸狩層にはまた

貝化石が多く産し地城東部の戸狩を中心とした所から

はNipp㎝omarciかDosinia群集を主体とする貝化石群

が入っておりやや浅海性の堆積を示している.この

ように瑞浪層鮮の堆積期には東部の一帯ではきわめて

軟体動物群が多く生棲していたような環境が考えられ

一方西部にゆくに従って陸源性の要素カミつよくなりっっ

あるが途中花嵩岩の基盤の分布によって不連の堆積

という形では認均られ恋い.このほか地域一帯におけ

る化石産地のおもな個所を第1図に示した.

瑞浪層群最上部の生後層は凝灰質泥岩を主として比

較的大形化石にとぼしいが花開岩と直接するあたりに

は珊瑚やフジツボの化石だとが見出されまた海棲の珪

藻や有孔虫化石が入っているので知られ

ているとくにこの地層は広く地城内の

下位層をおおうのであまり層序上の問題

はない海棲珪藻の中､はC036加0ゐα狐

､誰講､･嚢多く同じ地層から産する浮膜性有孔

もおおうという見方もある.

下肥困･山野内層として第1表に入れ

たのはいずれも部分的に発達する岩相

で研究者によっては借洞層その他をも

部属としてあげている.

いずれにしても中村爽炭層からはじ

11村來炭層産枕物化石�
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まって瑞浪層群におわる堆積期は豊富恋化石緯によっ

て環境の変化をかなりとらえることができるといえよう.

すなわち所々に存在する基盤の花陶岩の凹凸瀬戸内

方面より多島海のような形で入り来った海浸さらに哺

乳動物の生棲顕著であった陸地こうした要素を総合す

ると古気候的には温冷→温→温冷(中村爽炭層堆積期

→月吉層堆積期→戸狩･山野内･(下肥困)･土俵層堆積

期)という変化が考えられまた地域的な堆積の差はあ

るにせよ全般的にこの地域は時代的に淡水沼沢→内湾

→広カミった海域カミ考えられる.

次にこれらをおおっている瀬戸層灘(土岐砂礫層その

他)については新第三紀最後の堆積層として認められ

ているか古植物学的資料も少なくないとくに最近地

質調査所の調査によって土岐市駄知町近傍において下

部の粘土層中からZ伽肋伽5αブ伽左063肋α(フウ)

肋fzω炉加㈹{∫(サルトリイバラ)等のきわめて保存の

よい化石葉を多量に採取することカミできこれらは現在

温帯から熱帯に生育しているものと類縁のためきわめ

て温暖気侯の存在が考えられる.これは瀬戸層灘カ童礫

を主体としている地層でありその礫が大雨の結果集

積したのではたいかという胴題に1つの解答を与えるも

のであろう.

豊富狂る古植物･古動物資料の存在はこの地域わ地

史解明によい解釈上の助言を与えているが前にのべた

ように基盤の起伏と中新世におけるこの地域への海浸

の複雑性から完全な整理がなされていないのカミ現状であ

る従って古生物方面よりするウラン堆積機構の解明に

はまず合ウラン層の堆積状況の考察と共にそれら層位

の層序学的確立が先決の問題である.この点が今後行

なわるべき仕事として残っている.(筆者は石炭課長)

産地�


